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１２ 

月 

１４

日 

 

 

 

 

１ 野 崎 喜 彦 無 所 属 

２ 佐 藤 弘 信 無 所 属 

３ 緑 川 栄 一 無 所 属 

４ 藁 谷 直 吉 無 所 属 

５ 木 戸 久 康 無 所 属 

６ 鈴 木 一 郎 無 所 属 

７ 岡 部 淳 一 日本共産党 

８ 佐 川 勇 司 無 所 属 

   

 

 

  



番号 質問者 質問事項 要        旨 

１  １ 番 

野崎 喜彦 

 

１． 流鏑馬事業運営の

今後について 

 

(町 長) 

（１） 山上宮前の厩舎と三頭の馬の管理権限者はだれです

か。 

（２） 馬三頭が大久田の有実地内に移動することとなって

しまった理由は何ですか。 

（３） 今年になってから土地（山上宮前の厩舎）の賃貸借

契約は締結していますか。 

（４） 本来の状態に戻れない最大の障害は何ですか。 

（５） 今後、馬の導入（買い換え）についてどの様な計画、

方針を持っていますか。 

２． 町民第一体育館建

設に伴う予定地の

事業認定について 

 

（町 長） 

（１） 当初、一町歩の事業認定を受けるという目論見と説

明に反し、追加である４反歩の事業認定が許可に至

らなかった最大の理由とその原因は。 

（２） ４反歩の用地交渉の時期と追加認定を受けようとし

た事務の着手はいつか。 

（３） ４反歩の土地取得の事業認定が不可能だと判明した

ときの心境は。 

 

３． バス運行による高

齢者の生活の確保

について 

 

（町 長） 

（１） へき地バスと福祉バスの運行状況と利用者数は。 

（２） 運行について利用者の要望等は把握しているのか。 

（３） 高齢者ドライバーの運転免許返納等の増加に対する

対策はどうするのか。 

２ ５ 番 

佐藤 弘信 

１. 給食費の公費負担

について 

 

 

（町 長） 

（１） 給食費の公費負担に対する考え方を伺います。 

（２） 現在町の小・中学校の年間の給食は、一人あたり幾

らになるか。 

（３） 現在町の給食費に対する支援は、どのようなものが

あるか。 

（４） 石川管内の給食費の支援策は、把握しているか。 

（５） 給食費を無償化した場合、どの位の負担となるのか。 

（６） 子育て支援対策、人口減少対策、町外流出対策等に

一定の成果がある給食の無償化を実施に向けて検討

すべきと考えるが、見解を伺います。 

（７） 憲法２６条は、「義務教育は、これを無償とする」と

謳っております。ただ教育基本法により、無償の範

囲は授業料に限られています。給食費や修学旅行費、

補助教材費などは保護者の負担のままです。国によ

る無償化範囲の拡大が期待できない中、独自に負担

軽減策を講じている自治体もあります。将来的に町

としての見解を伺います。 

 



番号 質問者 質問事項 要        旨 

３ ３ 番 

緑川 栄一 

１. 住んでみたい町づ

くりは 

 

（町 長） 

（１） 平成２０年～平成２７年度の８年間における２０

代・３０代・４０代の人口移動実態は。 

（２） 平成２０年度～平成２７年度における新築住宅の

着工件数及び、行政区は。 

（３） 住宅新築及び、リホームにおいて、町の助成金制

度は。 

（４） こども子育てに対する町助成金は。 

（５） こども園及び、小中学校の給食費の全面無料化の

考えは。 

（６） 高校生の通学費及び、下宿代等に対する助成制度

新設の考えは。 

（７） 町民第一体育館内にキッズ広場併設の考えは。 

（８） 町産材による６次化産品の開発・販売計画の作成

は。 

４ ２ 番 

藁谷 直吉 

 

１. 町の活性化対策に

ついて 

 

（町 長・教育長） 

（１） 文化財指定の取り組みと今後の方向性についての

考えをお伺いします。 

（２） 元気な高齢者（６０歳から７５歳）活用の取り組

みと今後の方向性についての考えをお伺いしま

す。 

（３） 空き家対策の取り組みと今後の方向性についての

考えをお伺いします。 

（４） 名誉町民の状況と今後の選任についての考えをお

伺いします。 

（５） 町の活性化に頑張っている個人や団体への支援状

況と今後の方向性についての考えをお伺いしま

す。 

（６） 町職員に公務員倫理をどの様に指導教育している

のかをお伺いします。 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 番 

木戸 久康 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. おふくろの駅長再

募集について 

（町 長） 

（１） 前回採用となった人の住所、氏名、年齢、職業、

略歴をお知らせ下さい。 

（２） １０月１日に着任しなかった理由は。 

（３） 現在、駅長はどうなっているのか。 

（４） 現在何人の応募があるのか。 

１. 町民第一体育館 

４反歩用地の買収

について 

 

（町 長・教育長） 

 

 

 

（１） 県と協議中と言っていたが、今でもその認識か。 

（２） 追加で大丈夫と言っていたが、県・税務署より含

みの回答はあったのか。 

（３） ６反歩の買収予算はいつの時点でいくら計上し、

いつ・いくらで買収したのか。 

（４） ４反歩の買収予算は、いつの時点でいくら計上し

たのか。 

（５） ４反歩の買収は終了したのか。したとすればその金額は。 



番号 質問者 質問事項 要        旨 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 番 

鈴木 一郎 

 

 

 

 

 

 

１． 道路網の整備状況

は 

（町 長） 

 

 

 

 

 

（１） 町道竹貫～古殿線の改良計画は。 

（２） 県道古殿～須賀川線また、三株下市萱小川線の改

良計画は。 

（３） 中山間事業の荷市場～古内線の農道の完成予定

は。 

（４） 町道小滝線の三本楢地区までの延長計画は。 

（５） 資材支給事業の現況は。 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 番 

岡部 淳一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 体育館改築に絡む

事業認定の経緯と

内容は 

 

（町 長・副町長） 

 

 

 

 

 

 

 

（１） ４反歩の事業認定申請は、いつ、どこに対して行

われたのか。 

（２） 申請書類はどんな内容が記載されているのか。 

（３） この申請は正式に受理されたのか。 

（４） 町側の担当は何課の職員何名が当たったのか。 

（５） 相手方はどこで、対応者は何名だったのか。 

（６） 協議はいつ、どこで何回行われたのか。 

（７） 町はどんな内容を協議に付したのか。 

（８） 協議は申請を認める、認めない、いずれの観点で

進んだのか。 

（９） 認められないという結論だが何が問題だったの

か。 

（１０）いつどの時点で認定出来ないとなったのか。 

（１１）本当に正式に受理された上での協議だったのか。 

（１２）正式でない協議も存在するのか。通常あり得るの

か。 

（１３）正式な協議の意味合いとこれまでの町長答弁は矛

盾していないか。 

２. 今年度から次年度

にかけての町民生

活にかかわる諸問

題 

（町 長） 

 

 

 

 

 

 

（１） 町管理道の今後の改良箇所と維持管理体制及び県

道周辺への対応対策は。 

（２） 小学校跡地利用の具現化における見通しは。 

（３） 中山間地事業の進捗状況と事業に対しての住民の

声は。 

（４） バイオガス事業施策の現況と今後の見通しは。 

（５） 給食費の無料化に向けての取り組みは。 

（６） 道の駅、駅長募集問題の現状は。 

（７） 次年度の重点事業として施策していることは。（特

老の増設など） 



番号 質問者 質問事項 要        旨 

８ 

 

 

 

 

 

 

１１ 番 

佐川 勇司 

１. 有害鳥獣被害対策

について 

 

（町 長） 

 

（１） イノシシ駆除最中に起きた人的被害内容と実施隊

の補償対応は。 

（２） 狩猟者に対する技術研修や事故防止活動への補

助、支援等の対応は。 

（３） 今後も交付金活用と鳥獣被害対策費継続は当然で

すが、猟友会組織拡大として予算増額を検討すべ

きと思うがどうか。 

（４） 今後の取り組みとして、全国で話題になっている

ジビエ振興に取り組み、安全化したイノシシ肉の

活用で町活性化の取り組みと加工所やジビエカー

の導入はどうか。 

（５） イノシシの広域捕獲と同時に牧場化の展開など、

今後様々な対策が望まれるため、庁舎に鳥獣対策

課を設置し、本格的に取り組むことはどうか。 

（６） 近年サギ鳥被害も増加にあります。カワウと同様

な支援対応はどうか。 

 

 

 

 


